
178 奈 良 大 学 紀 要 第10号

特異な小札を配する眉庇付冑について
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1.は じ め に

眉庇付冑は,5世 紀巾葉前後か ら後/.に かけて頻繁に製作 ・使川 された武具の1つ であ

る.眉 庇付冑がこの時期に出現し,き わめて短期間のうちに衰退する現象は以前より注目

されている事であ り,そ の研究 も過去幾多の成果が発表され,1時 期を代表する特徴的な

遺物 となっている.

今回紹介する眉庇付冑は,大 阪府東大阪市上六万寺町 ・六万寺往生院に寺宝 として保管

されているもので,往 生院住職川rl立 誠氏,な らびに 寺院関係者の特別な御配慮を受けて

発表 させていただ くことになった.寺 伝によれば,こ の眉庇付胃は,1350(天 正5)年,

高師泰,高 師直の軍を迎え討って敗死した楠木ill行(正 成の子)の 遺品として伝えられて

いるが,冑 の形態,製 作技法を検討するまで もなく,古 墳時代の遺物 として取 り扱われる

ものである.

眉庇付冑の出土地点,出 土の時期については,現 在の段階においてまったく不り」である

が,今1つ の手がか りとして次のものがある.

『大阪府史蹟名勝天然記念物』第3冊(1927年)に は,往 生院に関して 「維新の頃まで

は此地方に古墳墓 も多く,又 田圃の問よ り古武器を発掘せしが……」とあり,ま た 「寺宝

のおもなるものは,(中 略)小 楠公の遺物 と称する甲胃,… …」 と記されている.一 方,

『中河内郡誌』枚岡村 ・大字四条の項(1922年)に よれば,四 条畷の戦に関連 して次のよ

うな記述がある.「 嘗て喜里川辺にて臼骨及鉄器の朽片等発見せ り……」 と,そ してこの

地 を正行が敗死した地 と定め碑 を建立する.そ の着工の際に 「地巾より瓶詰にせる人骨,

及び数多の武具の破片現れ出でければ……」 と記 している.

これらの記録に従 うならば,い ずれの場合 も多少の鉄製品を出⊥してお り,'1含眉庇付冑

の出土地点の推測を可能にしている.喜 里川辺の場合,多 壁の鉄器の発見か らこの地を楠

木正行の戦死の地 とし,「 小楠公廃骨之所」とい う碑を立てている.往 生院保管の冑が楠

木正行の遺品 とい う伝承を重視するな らば,出 土地点を当地に比定するのが一番妥¥1/と考

えられる.ま た,武 具 とい う名称を用いていることも有力な根拠にな りえるわけであるが

この記述のみにおいて推定することはいささか危険が大 きいといえ,即 断を避けたい.い

ずれにして も,『 大阪府史蹟名勝天然記念物』 第3冊 が刊行されアこ1927年には当眉此イ摺

は存在したわけで,そ れ以前に喜里川近辺(現 在の額田近辺か),あ るいは往生院付辺の
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古墳より発掘されナこ遺物として考えておきたい.

尚,往 生院には,当 眉庇付冑とともに三角板鋲留短甲も同様に保管 されている.お そら

く上述した地点より,冑 に伴なって出土 した可能性が強 く,今 回あわせて紹介する.

2.眉 庇付胃と短甲

眉庇付冑,短 甲ともに遺存状態はけっして良好 とはいえない.眉 此付冑は,左 側面から

後頭部にかけて約4分 の1が 残存するが,腰 巻板,管 のほとん どを欠 き,ま た,受 鉢,屑

庇,な らびに鐙は当初か ら欠落している.短 甲についても同様で,引 合板か ら脇部にかけ

ての0部 分を残しているのみである.し たがって,こ こではこれ らの残存する遺物か ら出

来る限 り細部の特徴を観察し,記 述してい くことにしよう.

(1)眉 庇付胃(図 版2,3,4)

鉢 鉢はすべて鉄板によって製作された楕円形のものである.腰 巻板,胴 巻板,伏 板に

内面より地板第1段,第2段 の柊葉状に切 り込んだ小札を重ねて鋲留にしている.腰 巻板

と胴巻板は側面に継ぎ目を認めないことか ら,い ずれ も1板 の帯状鉄板を使用して製作さ

れたと考えられる.巻 板の幅は,腰 巻板が約3cm(現 存),胴 巻板が2.5cmを 計る.地 板第

1段,第2段 に配 される小札は,従 来報告 されている短冊形の小札とは若『F異な り,柊 葉

状に切 り込みを施したやや複雑な ものである.短 冊形の鉄板の長辺2隅 と,そ の中間を弧

状に創 り込み,突 出す る2つ の山を作 り出したこの小札は,山 と山を常に平行 して配列す

ることによって装飾効果を一層高めているといえる.小 札の配列1頂序は,前 額部を起点と

して左右にめ ぐらされ,後 頭部にて終結 させたと考rら れる.伏 板内面に付着した小札片

には,起 点の小札の上に左右方向に分かれて重ねていった痕跡が認められ,山 状の突起を

左右逆方向へ向けて配したことが うかがえる.こ の場含,起 点の小札は,両 辺に切 り込み

を施した ものが想定で きよう.こ の小札の鋲留は,地 板第2段 の場合,上 下 ともに前後に

重 り合 う2枚 の小札を同時に留めている.一 方,第1段 の場合は,下 端の鋲留が地板第2

段 と同様な手法であるのに対して,上 端は小札1枚 のみを伏板に鋲留している.ま た,地

板第1段 の小札は,下 端に比べ上端をい くぶん狭 くし,両 角を切り落 としている.小 札の

大きさは,地 板第1段 が上端幅1.5cm,下 端幅2.1c皿,長 さ6.2cm,第2段 が幅2.6cm,長 さ

6.4cmで あり,幾 分第2段 を大 きくして製作している.

この小札の規模,形 態 を考慮して配列についてみると,地 板第1段 の小札は胴巻板付近

の間隔に比べ,伏 板部の間隔はかな り狭ばまっていることがわかる.こ れは第2段 の上下

端について も同様に うかがえるし,鋲 の間隔に も比例している.す なわち,伏 板の鋲間隔

が6～9mmに 対し胴巻板上部の鋲間隔が1.2cm前 後,胴 巻板下部の鋲間隔が1.2～1.4cmに

対して腰巻板の鋲間隔が1.2～1.6cmと い うことになる.こ の現象は,い うまで もな く轡曲

した冑を製作する上において当然のことであるが,胴 巻板上下部の鋲が相対していること

を考え合わせると,当 初から第1段,第2段 の小札の枚数を考慮して製作されたことが う

かがえるのである.す なわち,第1段,第2段 とも同数の小札を用いナこため,そ の結果伏

板に近づくにつれて小札の幅がしだいに狭 くなることが指摘で きるのである.第1段 と第

2段 の小札の大 きさが異なることも,計 画的に製作された結果であろ うし,第1段 の小札

が下端より上端を狭 くして製作され,さ らに上端両角を切 り落としていることも,小 札配

列についての技術的配慮が知 られるのである.

次に伏板についてみると,伏 板は前後頭部の径を長 くした楕円形の鉄板を用いている.

伏板縁辺部には,地 板第1段 の小札を固定した鋲がめ ぐるが,注 目すべ きことは伏鉢縁辺
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部にも計13個 の鋲を配していることである.こ の鋲は,最 初伏鉢を固定するための ものと

考えナこが,伏 鉢基縁部に接して打ち込まれている鋲は右側頭部の1鋲 にす ぎず,必 ずしも

そうとは断定で きないようである.伏 板の規模は,前 後径12.5cm(推 定),左 右 径11cm

(推定)を 計る.

伏鉢 ・管 伏板のほぼ中央には,伏 鉢 と管の0部 が残存している.管 は伏板内面より伏

鉢頂部上約5mmの 点まで存在しているが,受 鉢に連なる部分,な らびに受鉢はすでに欠落

してお り現存していない.伏 鉢は径5.6cm,高 さ2.3cmを 計 る半椀形のものである.基 部の

形態は,ほ ぼ円形を呈するが,い くぶん後頭部,右 側頭部にかけ直線的な攣曲を描 き,必

ずしも正円にはなっていない.伏 鉢の頂部には管を挿入しているが,そ の円孔は中心より

やや右側頭部に寄っている.

管は,伏 鉢,伏 板を貫通して鉢内面に至っているが,伏 板内面において管の先端約6mm

を2叉 に開き2方 向に折 り曲げている.管 は長方形の鉄板を円筒形に製作し使用してお り

その継 ぎ目の痕跡が伏鉢内面にて顕著にみ られる.管 を貫通させるために施される伏板の

穿孔は,伏 板内面より外面に向って行なわれてお り,伏 板内面中央部(穿 孔を施した部分

な らびに周辺)は 凹状に窪んでいる.管 の径は0.8cmを 計 る.

以上,眉 庇付冑について観察 したが,復 原図に基づいて全体的な数値をあげれば次のよ

うになる.鉢 の径(推 定)は 前後約23cm,左 右約21cm,現 存高14.5cmと な り,前 後の長 さ

は眉庇を加えるとさらに増大される.小 札の枚数は現存するもので,地 板第1段17枚,第

2段14枚 であるが,復 原推定すると各段とも44枚前後におよぶと考えられる.

(2)三 角板鋲留短甲(図 版1,4)

竪上3段,長 側4段 の最 も0般 的な7段 型式に属する三角板鋲留短甲である.そ のなか

で,左 前胴の引合板,竪 上1,2,3段,長 側1,2,3段 の各一部分が残存している.

地板の三角板は,長 側1,3段 に用い,1段 が三角形の長辺を右下 りにして引合板,上 下

の帯状鉄板に鋲留しているのに対し,3段 は長辺を右上 りに逆転した形をとっている.各

段の鋲留の順序 としては,ま ず,後 胴よ り延びてきた竪上1段 と長側2段 を引合板に鋲留

し,次 いで竪上においては3段 を1段 と引合板に鋲留したのち,そ の空間を2段 の地板で

塞いでいる.長 側では,三 角板の地板を鋲留し,そ ののち他の地板で空間を埋めている.

残存す る部分が少ないナこめ,脇 部か ら後胴部にかけての形態は不明であるが,鋲 留の順序

についてはこれまでの三角板鋲留短甲の諸例 とさほどの変化はない.竪 上1段 目の縁辺部

にはよく覆輪を施す例があるが,当 短甲においては残存部が少なく確認していない.ち な

みに各部の数値は,引 合板幅3.5cm,竪 上3段 幅4.3cm,長 側1段 幅5.2cm,長 側2段 幅3.7

cmで ある.

3.眉 庇付冑の検討

以上のように眉庇付冑,短 甲について説明を行なってきたが,こ こでは,特 に眉庇付冑

をとりあげ,こ れについて若干の検討を行なってみたい.

眉庇付冑の構造については,腰 巻板,胴 巻板,地 板上下2段,伏 板,受 鉢,伏 鉢等か ら

構成される通有の小札鋲留式と何 ら変 るところはないが,特 に,地 板第1段 と第2段 に配

された柊葉状の切 り込みをもつ小札の形態に大きな特色が見いだされる.い わゆる短冊形

の小札 と異な り,柊 葉状に加工 されアこ小札は,そ の製作の時間 ・労働面において大 きな差

異が うかがえるし,技 術的に もかな りの熟練を要するであろ う.ま た配 された小札につい

ては,弧 状の切 り込みによって作 り出され1こ山状の鋭い突起を順序 よく重 り合わせること
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第1図 湯山6号 墳の眉庇付冑

によって,短 冊形の小札にはみられない装飾性に富む作品となっている.

このよ うな小札を配する眉庇付冑については,そ の類例は少なく,わ ずか鳥取県岩美郡

福部村湯山 ・湯山6号 墳出土の眉庇付冑が知られるにす ぎない1).こ の冑は,今 回紹介し

た眉庇付冑と同様な小札を配するが,両 辺切り込みの小札は,鉢 を5等 分したなかに,前

額部を起点 として等間隔に5枚 配 されている.ま た,こ の冑には鉢のほかに眉庇,受 鉢,

伏鉢,管 等が残存している(第1図).

それではこれか ら,往 生院の冑と非常に類似性の高いこの湯山6号 墳の冑の細部にわた

る比較 ・検討を行ない,問 題点を指摘してみたいと思 う.

小札の形態は先に触れたように,往 生院,湯 山6号 墳の冑は,と もに片辺切 り込みのほ

かに両辺切 り込みの小札を使用していた.片 辺切 り込みの小札の場合,湯 山6号 墳のもの

は往生院のものに比べてわずかなが ら幅を広 くして製作しているが,両 者共にその形態は

かなり類似し,同 一・設計に基づいたと考えられる.鉢 製作上,地 板第1段 の小札上端の両

角を切 り落している点において も同様である.こ のように相似アこ規格の小札を使用するこ
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とは,こ の冑が1司一〇工人により構想 ・製作されたとすることができよう.

次に配列順序について述べよう.小 札の配列は,両 者共に前額部を起点として,左 右方

向にめ ぐらしているが,湯 山6号 墳の場合,前 額部に固定しナこ両辺切 り込みの小札を両側

頭部に2個 ずつ配しているのにかな りの特異性を認めることができる.そ の配列は,ま ず

両辺切り込みの小札を前額部を起点 として計5枚 等間隔に配置し,そ の間を左右方向に6

枚つつの片辺切 り込みの小札で 埋める形式をとっている(第2図).鋲 留眉庇付冑におい

て,前 額部から左右に小札を配することは通有のことであるが,湯 山6号 墳のように前額

部と後頭部の聞で一端配列を間断 させ,再 び同じ配列をくり返す例はほとんど知られてい

ない.そ して,こ の間断する部分 と後頭部で終結している部分には,切 り込みを有しない

鉄板で塞がれている.こ れ らの特異な配列を行なっている点において,往 生院の冑とは大

きな違いをみせ,設 計 ・製作 ・装飾面での思考 ・技術の精度が知 られるのである.

さらに鋲留についてみると,湯 山6号 墳の片切 り込み小札は,各 段 とも前後重な り合う

部分を2枚 一・緒に鋲留している.こ れに対し,往 生院の小札は,地 板第2段 と第1段 の下

端において同様な技法がとり入れ られているが,第1段 上端においては,確 実に1枚1鋲

によっている.小 札幅の制限とともに,鋲 孔の省略が指摘でき,鋲 留の相違点 として把握

で きるのである.

以上のように,湯 山6号 墳出土冑と往生院保管冑について比較 ・検討を行なったが,各

部の類似点とともに少なからずの相違点 も指摘できた.特 に大 きな違いは,小 札の配列方

法であ り,往 生院の冑が通有の小札鋲留式の配列を踏襲しているのに対して,湯 山6号 墳

の冑はやや亜式の方法によっていることである.こ のような配列をもつ冑については,管

見内において他に類例を認めないが,小 札鋲留眉庇付胃が製作されるなかで,一 種の技巧

をこらした作品を生んだと解 されよ う.

湯山6号 墳の冑についてはこれ ぐらいで留めることにして,次 に往生院保管冑で指摘 し

えなかっ1こ問題について述べよう.ま ず,地 板第1段 と第2段 の形態差であるが,こ れは

前にも少し触れたように,冑 の形態上当然の要素とも考rら れる.特 に,地 板第1段 と第
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2段 の小札の枚数を同じくする冑については顕著にみ られるところである.ま た,こ れと

関連 して,地 板第1段 の小札の上端を切 り落とすことについては,(1)3枚 の鉄板を1本 の

鋲で留めるのを極力避ける,(2)鋲 脚の厚 さが加わることにより,小 札が うまく重ならなく

するのを防 ぐ,(3)轡 曲させるのが容易,な どのようにい くつかの要因が示 されている2).

本例においては,こ のなかで特に(1),(2)が主な理由として考えられ,第1段 の小札の幅が

上端へい くほど狭 くなっていることもこれを裏付けている.

次いで,伏 板の鋲留についてみると,伏 板には地板第1段 の小札を留めた鋲のほかに伏

鉢の縁辺をめ ぐるように鋲が打 ち込まれていた.こ の鋲のなかで,伏 鉢に直接接するもの

はわずか1個 認めたのみで,そ のほかは2～4mmの 間隔をおいて存在 している.こ のよ う

な鋲を配する理由としては,伏 鉢を固定することが指摘されているが3),本 例の場合必ず

しもこれに合致するとはいえない.

この鋲について今少し触れると,滋 賀県新開古墳では,多 数の短甲とともに眉庇付冑が

出土している4)・ このなかで竪矧細板鋲留式の冑2個 については,伏 鉢縁辺部に鋲留が施

されている・この鋲は,伏 鉢に接しているものが大半であるが,な かには約3mmほ ど間隔

をあけているもの も存在している・伏鉢を鋲で固定するためには,最 低3,4個 の鋲を必

要とすることから考えれば,当 冑は,充 分この役目が果たされると言える.ま た,こ の鋲

は,伏 鉢のみならず,管,受 鉢の前後 ・左右の揺れを防 ぐ意味をも含めていたと考えられ

る・しかし・伏鉢・管・受鉢の構造からすれば,伏 鉢,受 鉢の固定は,各 部位の接合部を

かしめること・あるいは管の径を伏鉢,受 鉢間で調整することにおいても充分解決で きる

わけであるが,あ えて伏鉢縁辺部に鋲留を施したことは,固 定を厳重に行な うとともに,

装飾的な意が多分にこめ られていたと考えられる.一 方,新 開古墳小札鋲留式の冑の1つ

は,こ の鋲留は伏鉢 とかな り隔てて施され,ま っだ く伏鉢固定の役 目を果たしていない.

むしろ装飾として施 されたと理解できる・伏鉢縁辺部の鋲留が,当 初から伏鉢固定の主体

的要素として存在したのではなく,刷 的な要因として施 されたため生 じた結果 と考えられ

よう.少 なからず受鉢,伏 鉢,管 を固定する役目を果たしていたものが,単 に形式的な意

匠 として装飾 されるようになった と理解で きよう.さ らにこれは,た びたび省略されて施

されない場合 もあり・最終的にはまった く消滅するに至ると考えられる.横 矧板鋲留眉庇

付冑に,こ の鋲留が僅少な ことはこれを裏付けている.し かしなが ら,本 件については資

料不足の感はまぬがれず,今 後充分な検討を要することはい うまで もない.一 応,伏 板に

み られた鋲留について,本 例の位置付けを行な うに留めておこう.

4.お わ り に

古墳時代中期に代表 される眉庇付冑のなかにあって,小 札の形態に特徴をもつ本例が,

どのような位置を占めるかについて最後に論じなければならない.眉 庇付冑は,大 きく分

類して竪矧細板鋲留眉庇付冑,小 札鋲留眉庇付冑,横 矧板鋲留眉庇付冑に分かれ,そ れぞ

れ時間的な移行のなかで衝角付冑 と同様に簡略化が行なわれることが指摘されている.そ

の時期については,5世 紀第2の4半 世紀に出現 し,5世 紀末あるいは6世 紀初頭まで存

続 したと考えられている5).本 例については,そ のなかで小札の形態に特異性はあるもの

の,巻 板,地 板,そ の他は諸例 と同様の技法を用いており,小 札鋲留眉庇付冑に属すると

考えられる・小札の幅は比較的狭 く,地 板第1段1.5～2.1cm,第2段2.6cmで あり,上 下

段 とも同数(推 定44枚 前後)の 小札を川いている.ま た伏板中央にみられる鋲列は,鋲 留

の機能を果たしているとはいえず,単 に形式化された装飾として施 されている.こ のよう
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なことか ら本例の時期決定をするな らば,少 な くとも小札鋲留式のなかで もさほど下 らな

い時期を与えることがで き,5世 紀第2の4半 世紀に上限を求めることがで きると考えら

れる.共 伴した三角板鋲留短甲も同様な時期 と考えてよいだろ う.

本例に類似した小札を配する湯山6号 墳の冑は,小 札の配列 こそ異なるが,形 態上にお

いてはまったく同一のものである.お そらくこの冑 も本例 と同一時期に,同0の 工人によ

って製作 されたと考えて聞違いなかろ う.5世 紀代における甲冑の製作は,甲 冑が畿内で

大量に副葬物 として出土すること等か ら,畿 内で組織された工人集団によったと考えられ

ている6).そ して,そ れは畿内政権が何 らかの形(政 治 ・経済的関連等)で 地方へ配布し

たと解 されている.こ の意味において も本例 と湯山6号 墳の眉庇付冑は,重 要な位置を占

め,古 墳時代文化の伝播ならびに社会体制の考察を可能にして くれる.そ して,金 銅製,

金銅張製の冑とはまた違った,当 時の工人の手工を読みとることができるのである.
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川庇付冑外面

図版2往 生院保管眉庇付冑 眉庇付胃内面
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